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研究の背景及び目的

約24時間の体内時計は、時計遺伝子の転写翻訳フィードバックループにより
制御されている（2017年ノーベル医学生理学賞研究）が、この分子振動が
どのような細胞生理メカニズムを介して個体レベルの行動リズムを形成して
いるのかは不明な点が多い。時計遺伝子が初めて同定された生物であるショ
ウジョウバエは、任意の細胞・組織で任意の遺伝子を簡単にノックダウンで
き、一度に100以上の個体の行動リズムを自動記録できる。これを利用して
、行動リズムに影響を及ぼす遺伝子をスクリーニングしている。

期待される効果・応用分野

ショウジョウバエのスクリーニングで見つかった遺伝子をきっかけとして、哺乳類でも体内時計
に影響を及ぼすかどうかを検証することにより、生物種を越えたメカニズムの発見に至る可能性
があります。
ヒトの病気の原因遺伝子の70-80%は、ショウジョウバエにも存在すると言われています。動物
倫理の対象外であるショウジョウバエは、哺乳動物モデルの代替実験材料として有用な手段にな
りえます。
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